
賃
下
げ
強
要
す
る

労
問
研
報
告

連
合
支
配
を

ニ
O
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勝
利
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つ

打
ち
破
ろ
う

野寺

二
月
一
七
日
(
土
)
十
三
時

s十
八
日
(
日
)
十
二
時

日

ヲつ，F
、1

月
四
日
、
日
経
連
は
労
働
問
題
連
合
は
問
、
じ
日
、
労
問
研
報
告
に

Z
F
4
v
研
究
委
員
会
報
告
で
「
各
企
業
労
使
対
し
て
「
『
人
間
の
顔
を
し
た
市
場

.
唱
が
い
わ
ば
横
並
び
の
対
応
で
賃
金
な
経
済
』
の
理
念
に
つ
い
て
は
賛
成
で

9

吋
ノ
ど
の
労
働
条
件
を
決
め
れ
ば
す
む
問
あ
る
」
と
日
経
連
へ
の
全
面
降
伏
を

.
H
l
-
題
で
は
な
い
。
成
果
主
義
が
志
向
さ
表
明
し
た
。
昨
年
の
春
闘
の
後
に
連

色
V
P
F
一
れ
る
人
事
・
賃
金
制
度
の
下
で
、
従
合
の
鷲
尾
会
長
は
ベ
ア
ゼ
ロ
・
賃
下

側
口
組

ν一
来
の
よ
う
な
一
律
賃
上
げ
水
準
を
交
一
げ
が
続
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
こ

ー
ー

l
J
-
渉
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
」
と
報
う
し
た
傾
向
が
続
く
と
、
今
の
労
組

」
r-
告
し
、
賃
金
交
渉
そ
の
も
の
の
解
体
リ
ー
ダ
ー
に
批
判
が
集
中
し
、
変
わ
っ

』

J
1

へ
と
踏
み
込
ん
で
き
て
い
る
。
た
運
動
が
出
て
く
る
」
と
日
経
連
に

資
本
は
、
「
総
額
人
件
費
の
抑
制
」
泣
き
つ
い
て
い
る
。

を
基
本
戦
略
と
し
て
賃
下
げ
攻
撃
を
日
経
連
の
「
総
額
人
件
費
の
抑
制
」

か
け
て
き
て
い
る
。
全
産
業
で
「
新
と
い
う
大
幅
賃
下
げ
攻
撃
も
連
合
支

賃
金
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
定
界
の
配
が
永
遠
に
続
き
、
労
働
者
の
反
撃

廃
止
、
能
率
主
義
・
成
果
主
義
へ
の
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
う
ち
出
さ
れ

移
行
が
強
行
さ
れ
て
い
る
。
賃
金
だ
て
い
る
の
だ
。
労
働
者
の
総
決
起
を

け
で
な
く
、
一
時
金
や
退
職
金
に
い
勝
ち
取
り
今
こ
そ
連
合
支
配
を
打
ち

た
る
ま
で
個
々
人
の
業
績
・
成
果
を
破
る
時
だ
。

反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
公
務
一
動
労
千
葉
は
昨
年
全
日
建
関
西
地

員
の
人
事
院
勧
告
も
二
年
連
続
で
ベ
一
区
生
コ
ン
支
部
、
金
金
港
合
同
の
三

ア
ゼ
ロ
が
う
ち
出
さ
れ
「
能
率
主
義
十
労
組
で
「
闘
う
労
働
組
合
の
全
国
ネ

的
人
事
管
理
」
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
一
ッ
ト
ワ

l
ク
を
つ
く
ろ
う
!
全
国
労

し

て

い

る

。

一

働

者

総

決

起

集

会

」

を

呼

び

か

け

、

そ
し
て
企
業
倒
産
は
一
万
五
千
件
、
一
コ
三
五

O
名
の
結
集
で
大
成
功
を
勝

完
全
失
業
率
四
・
七
%
5
四
・
九
%
、
一
ち
取
っ
た
。
こ
の
成
功
を
引
き
継
ぎ
、

完
全
失
業
者
数
三
百
数
十
万
人
、
自
一
二
月
十
七
日
、
十
八
日
に
大
阪
、
全

殺
者
三
万
三
千
人
と
い
う
事
態
が
現
金
港
合
岡
田
中
機
械
支
部
大
ホ

1
ル

出
し
て
い
る
。
労
働
法
制
改
悪
と
一
で
「
二

O
O
一
年
春
闘
勝
利
!
学
習

体
の
も
の
と
し
て
産
業
再
生
法
、
民
・
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

事
再
生
法
、
会
社
分
割
法
が
相
次
い
動
労
千
葉
か
ら
も
全
支
部
の
参
加
を

で
制
定
さ
れ
、
リ
ス
ト
ラ
、
首
切
り
、
一
勝
ち
取
ろ
う
。
連
合
支
配
を
打
ち
破

賃
下
げ
自
由
の
風
潮
が
ま
か
り
通
っ
一
り
、
闘
う
労
働
運
動
の
全
国
ネ
ッ
ト

て
い
る
。
ま
た
介
護
保
険
導
入
、
年
ワ

i
ク
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
。

金
改
悪
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
全
面
賃
下
げ
攻
態
を
粉
砕
し
て
大
幅
賃

改

悪

が

進

行

し

て

い

る

。

上

げ

を

勝

ち

取

ろ

う

。

考島

月斤

全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同
田
中
機
械
支
部
大
ホ
ー
ル

色，<>0ト 1‘i

大失業と戦争の時代に通用する新しい世代の動労千葉を創りあげよう!

と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
!
百
万
人

署
名
運
動
の
東
京
の
各
連
絡
会
は
2

月
日
日
、
東
京
に
お
い
て
「
教
育
基

本
法
の
改
悪
反
対

2
・
日
東
京
集
会
」

を
開
催
す
る
。

昨
年
目
月
白
日
、
森
首
相
の
個
人

的
な
諮
問
機
関
で
あ
る
「
教
育
改
革

国
民
会
議
」
は
「
教
育
基
本
法
の
見

直
し
」
や
「
奉
仕
活
動
の
義
務
化
」

な
ど
を
柱
と
し
た
報
告
書
を
提
出
し

た
。
そ
し
て
森
首
相
は
「
今
年
は
教

育
改
革
国
会
だ
」
と
言
い
、
教
育
基

本
法
の
「
改
正
」
と
「
奉
仕
活
動
」

の
義
務
化
な
ど
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。ま

た
、
教
育
現
場
の
お
い
て
は
保

守
議
員
や
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
日

一
の
丸
・
君
が
代
」
の
強
制
が
強
ま
り
、

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
強
制
に
反

対
す
る
教
職
員
に
対
し
て
は
処
分
が

だ
さ
れ
、
産
経
新
聞
は
「
偏
向
教
育

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
な
っ
て
い
る
。

中
曽
根
元
首
相
は
、
基
本
法
「
改

正
」
の
目
的
に
つ
い
て
「
教
育
基
本

法
を
改
正
し
て
、
そ
の
内
容
ど
お
り

に
憲
法
を
も
っ
て
い
く
」
と
教
育
基

本
法
改
正
を
改
憲
へ
の
ス
テ
ッ
プ
だ

と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
教
育
改
革
国
民
会
議
」

は
「
満
児
歳
前
後
の
青
年
が
一
定
期

間
、
奉
仕
活
動
を
行
な
う
こ
と
」
を

う
ち
出
し
た
。
「
奉
仕
活
動
」
の
具

体
例
と
し
て
、
森
首
相
は
自
衛
隊
へ

の
入
隊
も
あ
げ
て
い
る
。
「
国
へ
の

奉
仕
」
は
、
お
国
の
た
め
に
死
ぬ
」

こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
た
戦
前
の
教
育
、

教
育
勅
語
の
復
活
に
つ
な
が
り
、
徴

兵
制
の
導
入
に
進
ん
で
い
く
も
の
だ
。

教
育
基
本
法
の
改
悪
に
反
対
し
よ
う
。

交流集会の成功

教
宵
基
本
法
の
改
悪
反
対
ニ
・
二
東
京
集
会

日

時

2
月

刊

日

午

後

2
時
羽
分
5
5
時

場

所

在

日

韓

国

Y
M
C
A
9
階

構
演
佐
藤
秀
夫
さ
ん
(
日
本
大
学
教
授
〉

発

言

学

校

現

場

か

ら

教
科
書
改
悪
の
現
状

高
校
生
か
ら

• 学習


